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(Sato et al., J. Atmos. Solar-Terr. Phys., 118A, 2-15, 2014.)

PANSYレーダーの諸元

 南極域初の大型大気レーダーとして2010

年末に建設を開始し、2011年3月に初観

測に成功し、2012年6月より20 %システ

ムで対流圏／成層圏、および中間圏の連

続観測を開始した。

 高度1.5kmから500kmまでの3次元風速

またはプラズマパラメータが観測可能であ

る。鉛直分解能は75m、時間分解能は約

1分である。

 南極の過酷な気象条件や電力等の制約

を、E級増幅器を用いた省電力システム、

設置が容易で軽量・頑丈なアンテナ等の

開発により克服した。
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